
1 

 

特別支援教育課便り 

教職員・幼児児童生徒・保護者を応援します！ 
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平成３１年３月、県内の各特別支援学校において平成最後の卒業式が行われました。それぞれの

学校で心をこめて卒業をお祝いし、卒業生を送り出しました。今回は、その中から県立比内支援学

校、県立聴覚支援学校、県立大曲支援学校の卒業式の様子をお伝えします。 

 

 

 

  

 

教諭 佐藤浩子 

 まだ雪が残る比内の地で３月８日（金）、御来賓４２名をお迎えし、小学部６名、中学部７名、

高等部１８名、計３１名の卒業式が行われました。 

 厳粛な中にも和やかさが感じられる式において、一人一人が新しい旅立ちに一歩踏み出す強い意

志と意気込みを胸に、しっかりと卒業証書を受け取る姿が見られました。 

 佐藤正好校長は式辞で、「本年度の学校のテーマは『絆』。平成最後の年、新しい学び舎に、黙々

と精一杯頑張ることのできる力をつなぐことができた。今後学校で身に付けた力を自信に、思い切

って自立に向かい、巣立ってほしい。」と、力強い激励の言葉を贈られました。 

 続いて、卒業生と在校生が向かい合い行われた「呼びかけと歌」で、卒業生は「地域の方に支え

られながら、地域で本物を学び、自分自身を成長させることができた」と述べ、在校生は「皆さん

の後を受け継いで、明るく楽しい学校にしていく」と誓いました。 

 卒業式後、ＰＴＡ主催の「卒業を祝う会」が催され、卒業生全員で舞う「よさこい・絆・舞桜」

は胸に迫るものがあり、比内の心意気が、来し方行く末引き継がれていくことを確信しました。 

                           

 

 

 

 

 

 

 

～それぞれの旅立ち～

校長式辞 卒業生退場 
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教頭 松井 智子 

３月７日（木）、１４日（木）に、聴覚支援学校の卒業式、幼稚部修了式を行いました。一人一

人に塚本宏明校長から卒業・修了証書が手渡され、幼稚部６名、中学

部３名、高等部３名が学び舎を巣立って行きました。 

校長式辞では、何度倒しても起き上がる「起き上がり小坊師」のお

もりを紹介。「卒業生の心にある起き上がるための大切なおもりは、

同じ気持ちで、同じ経験をできる仲間や先生がいるからつかむことの

できた力。大切なおもりを考え学び作り出す道を、これからも焦らず

じっくり探っていこう。」と激励しました。 

「お別れのことば」では、在校生から卒業生一人一人へメッセー

ジが伝えられると、卒業生からは、学校生活で学んだことや節目を

迎える決意、感謝の気持ちが自信に満ちた表情で堂々と語られまし

た。「自分の決めた道を真っ直ぐに進んでいきます。」卒業生の力強

い言葉が響き渡りました。そして、心をこめて「巣立ちの歌」を歌

うと会場は感激と感動に包まれ、卒業生は希望を抱いて新たな一歩

を踏み出しました。                  

                          

 

 

 

 

教頭 阿部純一 

青空が広がる穏やかな日差しの中、３月６日（水）、来賓６８名をお迎えして卒業式が行われま

した。小学部１１名、中学部１２名、高等部１９名の卒業生が中野洋一校長から卒業証書を授与さ

れまた。校長は、式辞でお祝いの言葉に添えながら、「本当の友達とは、楽しいことばかりを共に

するのではなく、苦しいときに力になってくれる人が友達です。大人に

なってもそれは変わりません。」「幸せは待っているのではなく、幸せを

感じてください。幸せを感じられる心をもつ人になってほしいと思いま

す。」と、分かりやすい言葉で卒業生に語りかけました。 

その後のよびかけ「よろこびのうた」では、たくさんの思い出や自分

たちの頑張りが表現されました。歌「旅立ちの日に」や校歌を、児童

生徒、職員が心を一つにあわせて歌い、式を閉じました。 

 門出では、本校伝統の夢花火が雪の残る校庭で打ち上げられました。

卒業学年の学級目標や願いを書いた旗が花火と共に青空を舞う様子に

大歓声が上がり、門出を祝う春の日にまたひとつ、思い出が加えられ

ました。花火の余韻に浸りながら在校生から受け取った花束を胸に、

一緒に学んできた友達や後輩とカメラにおさまり、別れを惜しみなが

ら４２名の卒業生が学舎を巣立っていきました。 

 

証書授与 

校長式辞 

校長式辞 

お別れのことば 
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特色ある教育活動  視覚支援学校高等部専攻科実技講習会 
 

教諭 下地利秀 

秋田県立視覚支援学校の高等部専攻科保健理療科・理療科では、あん摩マッサージ指圧、はり、き

ゅう（以下、理療とする）の技術力向上を目的に、毎年、２月後半に実技講習会を実施しています。

この実技講習会は、地域で活躍している理療師の方々に理療に関する講義と実技指導をしていただく

ことによって、施術法や理療の考え方を生徒と理療科職員が共に学ぶ良い機会となっています。 

今年度は、秋田市内で矢留鍼灸院を経営している齊藤隆先生を講師にお招きし、「肩こりの施術の

仕方」というテーマで実技講習会を開催しました。講習会では「痛くないところから治療をはじめる」

ということが東洋医学的な治療法の考え方であることをお話しされ、先生自らが直接生徒の手を取っ

て肩甲骨の施術法を教えてくださいました。また、「施術者の心が楽しければ、患者も楽になる」と

いった理療師としての心構えもご指導いただき、生徒も職員も熱心に取り組む姿が見られました。施

術時の手の形を教わる生徒や施術部位を質問する職員の表情は真剣で、会場には心地よい緊張感が漂

っていました。これから、理療師として歩み始める生徒にとっても、理療教育に携わる職員にとって

も新たな発見がある充実した講習会になりました。 

 

 

 

 

 

 

           

  【手の形を教わる生徒】            【治療部位の解説】      

 

 

2019 パラ水泳春季記録会兼 2019 世界パラ水泳選手権大会 

代表選考戦で見事日本新記録！！ 

秋田きらり支援学校高等部２年 菅原紘汰さん 

 

平成３１年３月２日～３日、静岡県富士水泳場で行われた、パラ水泳春季大会で、秋田きらり支

援学校高等部２年 菅原紘汰さんが男子５０ｍバタフライ

と５０ｍ背泳ぎの両種目で、日本新を記録しました。この記

録に菅原さんは「日々の練習の成果が結果として出たので、

あきらめずにやってきて良かったと思います。」と力強く答

えてくれました。 

また、今後について「更なる高みを目指して、自己ベスト

や日本新記録の更新を目標にしていきたいです。」とコメン

トし、早くも次の目標に向け、気持ちを新たにしている様子

でした。 

 静岡県富士水泳場にて 


